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第３９２回 
株式会社テレビ新潟放送網 

放送番組審議会 

 

１ 開催日時 ２０２２年１０月２４日（月） 

２ 開催場所 テレビ新潟本社 

３ 委員総数 ８人  出席委員 ７人 

  出席委員 

若杉 隆平 委員長   田村 明子 副委員長 

    德山隆太郎 委員    富田 智晃 委員     

    栁川かおり 委員    本宮 宏美 委員 

     迫  一成 委員         

  会社側出席者 

代表取締役社長              小山 章司 
常務取締役      増子  隆 
取締役コンテンツ本部長          寺内 邦彦 
コンテンツ戦略局長兼番組審議会事務局長  羽田  朗 
報道制作局長               竹野 和治 
報道制作部制作チーム担当部長       須山  司 
事務局                   道場 拓哉   
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４ 議 題 
 

１）「日本民間放送連盟 放送基準」改定に伴う 

「ＴｅＮＹテレビ新潟 放送基準」変更について  
 

２）会社報告 

① ９月の視聴者の意見      （報告：番組審議会事務局） 

② 訂正放送、取り消し放送の有無 （報告：番組審議会事務局） 

③ 講じた措置、議事概要の公表    （報告：番組審議会事務局） 

 

３）その他 

 

５ 審議の概要 

 

会社側からは「このほど、『日本民間放送連盟 放送基準』が改正さ

れ、２０２３年４月１日に施行されることとなった。当社では改正さ

れた『日本民間放送連盟 放送基準』を自社の放送基準として引き続

き準用したいと考え、放送法に基づき『ＴｅＮＹテレビ新潟 放送基

準』の変更を本審議会に諮問することとした。」との説明があり、諮

問にあたり『日本民間放送連盟 放送基準』の改正条文についての解

説を行った。その後、委員からの質問に対し会社側が回答した後、本

審議会から「変更は妥当」との答申があった。今回の答申を受け『Ｔ

ｅＮＹテレビ新潟 放送基準』を２０２３年４月 1 日付で変更する準

備を進めることとした。 

 

（委員からの質問） 

●ＮＨＫの放送基準との関係性はあるのか。 
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（会社側の回答） 

 ●ＮＨＫは「国内番組基準」と「国際番組基準」を定めている。民間 

放送を行っている基幹放送事業者は２００社以上あるため、「民間放

送連盟 放送基準」ではコマーシャルの部分を含めて細かな基準が必

要であると考えている。 

 

（委員からの質問） 

●「民間放送連盟 放送基準」はおおむね５年ごとに見直しを行って 

いるということだが、多様性が進む中で５年というのは長いという 

感じがする。 

（会社側の回答） 

●５年ごとというのは定期的な変更で、その間に必要な場合は随時、 

変更を行っている。今回は人権意識の一層の高まりや価値観の多様 
化といった社会の変化が急速に進み、「民間放送連盟 放送基準」の 
全体的な再点検が必要となったためで、従来に比べ時間をかけて検 
討をしたと聞いている。 

 
（委員からの質問） 

●第３章１７条の説明で、善悪で決まる「悪徳行為」よりも「暴力」 

の方がふさわしいと判断したということだったが、「暴力」とする 

ことで限定的になった気がしている。変更の経緯を教えてほしい。 

（会社側の回答） 

●「暴力」には「肉体的暴力」だけではなく「精神的暴力」も含まれ 

ており、より広い表現になっていると受け止めている。 

 

（委員からの質問） 

●「タイムＣＭ」と「スポットＣＭ」はどう違うのか。 
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（会社側の回答） 

●「タイムＣＭ」は、提供表示を伴い、番組本編を提供する形で放送 

されるコマーシャルで、「スポットＣＭ」は番組とは別に放送される 

コマーシャルをいう。 

 

（委員からの質問） 

●第１４章の新９１条は、旧９２条の条文の「広告放送はコマーシャ 

ルによって、広告放送であることを明らかにしなければならない」 

という表現をより明らかにしたということか。 

（会社側の回答） 

●番組と連動したコマーシャルも増えてきており、番組の一部だと誤 

認されないように「これはＣＭです」などの表記をしている。今回  

の見直しでは、番組と広告を明確に分けるため「広告放送はコマーシ

ャルとして放送することによって、広告放送であることを明らかにし

なければならない」と変更することとした。 

 

６ 会社側の報告 

 

１）放送番組に関して申し出のあった意見の概要 

９月……１５０件 

２）訂正放送、取り消し放送の実施状況 

前回審議会の開催日(２０２２年９月２６日) から、  

昨日(２０２２年１０月２３日)まで総務省に届け出た 

訂正放送、取り消し放送はありませんでした。 
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８ 審議機関の答申または意見（前回審議会）に対してとった措置 

 

１） 前回第３９１回審議会では「ドキュメント新潟 つぐ～事業承

継ラプソディ～」を審議いただき、委員の意見は議事概要にて

記者、制作スタッフ、社内に周知しました。 

２） 番組審議会議事録を全社員・スタッフに共有しました。 

 

９ 今回の第３９２回放送番組審議会の公表 

 

１） テレビ新潟本社、長岡支社、上越支局の県内事業所に 

議事概要の書面を準備しています。 

２)  当社のニュースで審議会の概要を放送します。 

３） ＴｅＮＹホームページに議事概要を掲載します。 

  

10 参考事項（委員への配布資料） 

 

・第３９１回番組審議会議事録 

・９月の視聴者からの意見、問合せ等の集計表 

・ＢＰＯ報告（Ｎｏ.２４２、Ｎｏ.２４３） 

・民間放送新聞（２２０８号） 

・第７０回民間放送全国大会 配信のご案内 

以上 


